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【
日
生
連
の
研
究
】 　
第
32
回

　
第
４
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
学
習
指
導
要
領
実
施

を
含
む
国
家
改
造
が
、
推
進
者
の
交
代
な
く
強
力
に

進
め
ら
れ
そ
う
だ
。
日
々
、〈
実
践
内
〉
問
題
に
取
り

組
み
つ
つ
、〈
実
践
的
〉
に
問
題
解
決
す
る
し
か
な
い

が
、
そ
れ
で
は
限
界
が
あ
り
、〈
非
実
践
的
〉
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�

�

�

�

な�

、
す
な
わ
ち
現
実
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
る
よ

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

う
な
研
究

�

�

�

�

が
今
こ
そ

�

�

�

必
要
だ
。
外
部
か
ら
の
日

生
連
研
究
を
丁
寧
に
読
み
、
学
問
的
共
同
を
は

か
り
た
い
。

　
木
村
論
文
は
、
研
究
論
文
と
い
う
よ
り
「
教

科
書
」
の
一
章
で
、『
日
本
の
生
活
教
育
50

年
』
や
『
生
活
教
育
』
を
使
っ
て
、
２
０
１
２

年
頃
ま
で
を
「
簡
潔
」
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
生
活
教
育
の
主
張
の
現
代
的
意
義
」
と
し
て
３
点
指

摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
仮
説
に
、
あ
ら
た
め
て
日
生
連

の
歴
史
と
成
果
の
研
究
を
く
ぐ
ら
せ
て
ほ
し
い
。

　
中
西
論
文
は
、
経
験
主
義
と
本
質
主
義
（
？
）
の
対

立
を
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
、
梅う
め
ね
さ
と
る

根
悟
の
説
と
実
践
例

で
春
日
井
小
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分
析
、
ま
た
海か

い
ご
か
つ
お

後
勝
雄

（
う
れ
し
い
！
）
の
説
と
北
条
小
の
分
析
が
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
論
文
数
本
が
書
け
る
大
テ
ー
マ
で

総
合
考
察
が
浅
い
。
デ
ュ
ー
イ
や
コ
ア
連
で
い
う
〈
経

験
主
義
〉
は
、〈
系
統
主
義
〉
的

�
�

�

�

�

�

契
機
を
内
部
に
含
ん

で
い
る
こ
と
を
充
分
吟
味
し
て
ほ
し
い
。

　
奥
平
本
で
は
、「
山
び
こ
学
校
」
と
い
う
窓

か
ら
は
生
活
教
育
の
よ
う
な
豊
潤
な
戦
後
教

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

育
思
想

�

�

�

は
ほ
と
ん
ど
視
野
に
入
ら
な
い
の
か

と
残
念
。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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